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(百万円未満切捨て)

１．2024年３月期第２四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 800,275 △0.2 25,361 △11.4 32,566 △13.4 18,061 △66.1

2023年３月期第２四半期 802,257 11.6 28,627 18.8 37,611 43.4 53,230 173.7
(注) 包括利益 2024年３月期第２四半期 95,362百万円( 174.6％) 2023年３月期第２四半期 34,723百万円( △64.0％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第２四半期 55.62 －

2023年３月期第２四半期 160.77 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 2,322,882 1,525,970 59.7

2023年３月期 2,238,817 1,452,169 59.2
(参考) 自己資本 2024年３月期第２四半期 1,387,490百万円 2023年３月期 1,325,116百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 22.00 － 24.00 46.00

2024年３月期 － 24.00

2024年３月期(予想) － 24.00 48.00

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,645,000 0.4 78,000 1.8 77,000 △5.1 68,000 11.7 216.18
(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ：無
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期２Ｑ 328,706,240株 2023年３月期 349,706,240株

② 期末自己株式数 2024年３月期２Ｑ 7,451,796株 2023年３月期 23,308,054株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期２Ｑ 324,736,750株 2023年３月期２Ｑ 331,099,985株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料発表日現在において想定できる経済情勢、
市場動向などを前提として作成したものであり、今後の様々な要因により、予想と異なる結果となる可能性があり
ます。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）におけるわが国経済は、

新型コロナウイルス感染症による行動制限の緩和が進み、経済活動の正常化による個人消費やイン

バウンドなどの持ち直しがみられました。一方で、世界的な金融引き締めによる景気の下押しリス

クに加え、物価上昇や急激な為替変動など、先行き不透明な状況が続きました。

当社グループを取り巻く環境におきましては、情報媒体のデジタルシフトによるペーパーメディ

アの需要減少など、厳しい経営環境が続きましたが、生活様式の変化に伴うデジタル需要の増加や

地球環境に対する意識の高まりなど、新たな需要が見込まれています。

このような環境の中で当社グループは、「Digital & Sustainable Transformation」をキーコン

セプトに、社会やお客さま、TOPPANグループのビジネスを、デジタルを起点として変革させる「DX

（Digital Transformation）」と、事業を通じた社会的課題の解決と持続可能性を重視した経営を

目指す「SX（Sustainable Transformation）」を柱に、ワールドワイドで事業を展開しています。

なお、当社はグループシナジーの最大化を図るとともに、経営資源の最適配分及び迅速な意思決定

を可能とするため、2023年10月１日付で持株会社体制へと移行し、商号を「TOPPANホールディング

ス株式会社」へ変更し、「TOPPAN株式会社」及び「TOPPANデジタル株式会社」に当社が有する権利

義務の一部を承継させる吸収分割を実施しました。

なお、各セグメントの内訳について、当期よりスタートしている新中期経営計画に基づく成長戦

略に沿って名称及び区分定義を見直しております。報告セグメントの取扱いに変更はありません。

報告セグメント 前期の区分 当期の区分

情報コミュニケーション
事業分野

セキュア
コンテンツ・マーケティング
BPO

デジタルビジネス
BPO
セキュアメディア
コミュニケーションメディア

生活・産業事業分野
パッケージ
建装材
高機能

パッケージ
建装材

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期連結累計期間に比べ0.2％減の

8,002億円となりました。また、営業利益は11.4％減の253億円となり、経常利益は13.4％減の325

億円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は66.1％減の180億円となりました。

当第２四半期連結累計期間におけるセグメント別の状況は以下のとおりです。

≪情報コミュニケーション事業分野≫

デジタルビジネス関連では、デジタルマーケティングは、顧客企業のビジネス変革を推進するBX

（Business Transformation）支援事業を拡大しており、当期においては、流通・小売業界向けの

リテールメディア開発などが堅調に推移しました。また、グローバルセキュアでは、欧州や中東の

需要が増加し、当事業全体では前年を上回りました。メタバース関連の取り組みとしては、学校教

育や企業研修などの教育分野への領域拡大に向け、バーチャルモールアプリ「メタパ®」を活用し

た、教育用メタバース空間の開発などを推進しました。

BPO関連は、昨年度の一過性案件の反動により、減収となりました。当事業では、金融・行政を

中心とするハイブリッドBPOの拡大に注力しており、当期においては、住民サービスの向上を目的

に全国の自治体との協定締結を進めるなど、行政分野での案件創出に向けた取り組みを推進しまし

た。

セキュアメディア関連は、データ・プリント・サービスやICカード関連が増加し、前年を上回り

ました。

コミュニケーションメディア関連は、ゲームカードやビジネスフォームが増加したものの、ペー

パーメディアやSP関連が減少し、前年を下回りました。

以上の結果、情報コミュニケーション事業分野の売上高は前年同四半期連結累計期間に比べ2.4

％減の4,140億円、営業利益は7.8％減の110億円となりました。
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≪生活・産業事業分野≫

パッケージ関連では、海外は、欧州でのインフレに伴う消費者需要の低迷により厳しい状況が続

いたことに加え、インドの豪雨による工場浸水被害の影響などにより、前年を下回りました。国内

は、レンジ活用や脱アルミなどのニーズに対応した、世界最高水準のバリア性能を持つ「GL

BARRIER」を用いたSXパッケージが拡大し、当事業全体では前年を上回りました。グローバルパッ

ケージ事業の拡大に向けては、フィルム製造も行う英国のコンバーターであるSkymark Packaging

International社を買収し、幅広い用途で需要の高まるSXパッケージの供給体制を強化しました。

また、国内の取り組みとしては、軟包材フィルムの水平リサイクルの普及・発展に向け、廃棄フィ

ルムの印刷を除去し、軟包材フィルムに再生する実証実験を開始しました。

建装材関連では、海外は、欧州でのインフレ及び北米での住宅金利の上昇による需要減などの影

響を受けましたが、国内は、環境配慮型化粧シートの販売が拡大し、当事業全体では前年並みとな

りました。

以上の結果、生活・産業事業分野の売上高は前年同四半期連結累計期間に比べ0.5％増の2,636億

円、営業利益は0.2％増の130億円となりました。

≪エレクトロニクス事業分野≫

半導体関連では、半導体市況の回復が遅れる中、フォトマスクは、アジア向けの需要を取り込み

堅調に推移したことに加え、高密度半導体パッケージのFC-BGA基板は、大型・高多層の高付加価値

品が、データセンターのサーバー向けを中心に拡大し、当事業全体で増収となりました。

ディスプレイ関連は、全般的な市況は弱含みに推移する中、反射防止フィルムは、ノートPCやモ

ニター向けの高付加価値品の需要を取り込み増加しましたが、TFT液晶パネルは、車載向けなどの

需要が減少し、当事業全体では減収となりました。

新事業の創出に向けては、次世代ディスプレイを支える商材の１つとして、スイッチ１つで透明

と不透明を瞬時に切り替えられる液晶調光フィルム「LC MAGIC ™ 」の拡販に取り組み、世界初の車

載用調光サイドウィンドウガラスに採用されました。また、IoTの本格普及に向け、次世代LPWA

（低消費電力広域ネットワーク）通信規格「ZETA」を活用した、工場や施設における環境データの

遠隔監視や設備保全業務を効率化するシステム「e-Platch®（イープラッチ）」の拡販に取り組み

ました。

以上の結果、エレクトロニクス事業分野の売上高は前年同四半期連結累計期間に比べ4.1％増の

1,338億円、営業利益は7.4％増の244億円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ840億円増加し、２兆

3,228億円となりました。これは受取手形、売掛金及び契約資産が164億円減少したものの、投資有

価証券が641億円、建設仮勘定が90億円、仕掛品が61億円、現金及び預金が39億円、それぞれ増加

したことなどによるものです。

負債は、前連結会計年度末に比べ102億円増加し、7,969億円となりました。これは流動負債のそ

の他に含まれる未払金が97億円、支払手形及び買掛金が66億円、流動負債のその他に含まれる未払

費用が52億円、それぞれ減少したものの、固定負債のその他に含まれる繰延税金負債が211億円、

流動負債のその他に含まれる契約負債が145億円、それぞれ増加したことなどによるものです。

純資産は、前連結会計年度末に比べ738億円増加し、１兆5,259億円となりました。これはその他

有価証券評価差額金が456億円、為替換算調整勘定が224億円、非支配株主持分が114億円、それぞ

れ増加したことなどによるものです。
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（３）キャッシュ・フローに関する説明

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結

会計年度末に比べ82億円増加し、4,558億円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期

純利益291億円に減価償却費等の非資金項目、営業活動に係る債権・債務の加減算を行った結果、

652億円の収入となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の払い戻し

などを行った一方、設備投資などを行ったことから、325億円の支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、自己株式の取得や長

期借入等の返済、配当金の支払などを行ったことから、362億円の支出となりました。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向等を踏まえ、2023年５月12日に公表しました業績予想を修正いたします。詳細に

ついては、本日別途公表しております「2024年３月期 通期連結業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 431,722 435,647

受取手形、売掛金及び契約資産 425,233 408,792

有価証券 73,199 68,672

商品及び製品 61,426 64,473

仕掛品 32,866 38,990

原材料及び貯蔵品 48,038 50,149

その他 39,481 44,322

貸倒引当金 △5,886 △5,442

流動資産合計 1,106,082 1,105,604

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 211,176 213,444

機械装置及び運搬具（純額） 169,905 168,908

土地 158,362 160,201

建設仮勘定 31,890 40,947

その他（純額） 25,966 26,031

有形固定資産合計 597,301 609,533

無形固定資産

のれん 22,931 22,245

その他 62,418 67,762

無形固定資産合計 85,350 90,008

投資その他の資産

投資有価証券 393,298 457,474

その他 57,105 60,639

貸倒引当金 △320 △378

投資その他の資産合計 450,083 517,735

固定資産合計 1,132,734 1,217,277

資産合計 2,238,817 2,322,882
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 247,371 240,713

短期借入金 27,140 24,006

１年内返済予定の長期借入金 12,398 35,576

未払法人税等 12,345 10,794

賞与引当金 26,350 25,033

その他の引当金 1,862 1,785

その他 139,926 146,578

流動負債合計 467,394 484,487

固定負債

社債 50,000 50,000

長期借入金 134,243 108,632

退職給付に係る負債 53,935 55,692

その他の引当金 5,394 4,215

その他 75,681 93,884

固定負債合計 319,253 312,424

負債合計 786,647 796,912

純資産の部

株主資本

資本金 104,986 104,986

資本剰余金 120,774 121,267

利益剰余金 987,986 956,466

自己株式 △43,360 △17,965

株主資本合計 1,170,386 1,164,754

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 119,451 165,063

繰延ヘッジ損益 149 △54

為替換算調整勘定 33,707 56,149

退職給付に係る調整累計額 1,422 1,577

その他の包括利益累計額合計 154,730 222,736

新株予約権 1 1

非支配株主持分 127,051 138,478

純資産合計 1,452,169 1,525,970

負債純資産合計 2,238,817 2,322,882
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 802,257 800,275

売上原価 632,645 624,116

売上総利益 169,612 176,159

販売費及び一般管理費

運賃 13,694 12,702

貸倒引当金繰入額 74 △323

役員報酬及び給料手当 47,110 50,467

賞与引当金繰入額 8,832 9,068

役員賞与引当金繰入額 181 224

退職給付費用 2,500 2,617

役員退職慰労引当金繰入額 160 153

旅費 2,132 2,710

研究開発費 9,932 10,404

その他 56,365 62,773

販売費及び一般管理費合計 140,984 150,798

営業利益 28,627 25,361

営業外収益

受取利息 411 1,462

受取配当金 3,325 2,921

持分法による投資利益 1,755 1,033

為替差益 6,627 6,333

その他 2,067 2,189

営業外収益合計 14,188 13,940

営業外費用

支払利息 2,030 2,452

その他 3,173 4,282

営業外費用合計 5,204 6,734

経常利益 37,611 32,566
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

特別利益

固定資産売却益 436 984

投資有価証券売却益 47,488 1,302

特別退職金戻入額 18 17

特別利益合計 47,943 2,303

特別損失

固定資産除売却損 539 982

投資有価証券売却損 42 0

投資有価証券評価損 400 1,182

減損損失 47 3,410

特別退職金 24 71

災害による損失 2 29

関係会社株式売却損 555 －

特別損失合計 1,612 5,676

税金等調整前四半期純利益 83,941 29,194

法人税、住民税及び事業税 20,882 9,406

法人税等調整額 4,459 △718

法人税等合計 25,342 8,687

四半期純利益 58,599 20,506

非支配株主に帰属する四半期純利益 5,369 2,444

親会社株主に帰属する四半期純利益 53,230 18,061
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

四半期純利益 58,599 20,506

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △68,450 45,513

繰延ヘッジ損益 54 △203

為替換算調整勘定 45,022 28,889

退職給付に係る調整額 219 164

持分法適用会社に対する持分相当額 △722 492

その他の包括利益合計 △23,876 74,856

四半期包括利益 34,723 95,362

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 21,510 86,067

非支配株主に係る四半期包括利益 13,212 9,294

　



TOPPANホールディングス株式会社(7911) 2024年３月期 第２四半期決算短信

― 10 ―

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 83,941 29,194

減価償却費 34,431 40,724

減損損失 47 3,410

のれん償却額 2,263 1,824

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,826 1,748

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △640 △637

貸倒引当金の増減額（△は減少） △83 △737

受取利息及び受取配当金 △3,737 △4,383

持分法による投資損益（△は益） △1,755 △1,033

投資有価証券売却損益（△は益） △47,445 △1,301

固定資産除売却損益（△は益） 102 △1

関係会社株式売却損益（△は益） 555 －

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 37,256 26,511

棚卸資産の増減額（△は増加） △17,787 △7,021

仕入債務の増減額（△は減少） △17,415 △11,363

その他 △2,551 △3,690

小計 69,008 73,242

利息及び配当金の受取額 4,231 4,848

利息の支払額 △1,989 △2,432

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △32,706 △10,403

営業活動によるキャッシュ・フロー 38,544 65,255

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,665 △900

定期預金の払戻による収入 426 10,558

有価証券の取得による支出 △3,999 △4,000

有価証券の売却による収入 2,000 4,999

有形固定資産の取得による支出 △31,883 △33,998

有形固定資産の売却による収入 1,216 1,511

無形固定資産の取得による支出 △7,725 △7,322

投資有価証券の取得による支出 △1,979 △2,992

投資有価証券の売却及び償還による収入 52,328 3,254

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

△4,742 －

関連会社株式の取得による支出 △180 △5

関連会社株式の売却による収入 1,103 －

事業譲受による支出 － △1,341

その他 △519 △2,274

投資活動によるキャッシュ・フロー 4,379 △32,511
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 12,052 △5,027

長期借入れによる収入 699 1,424

長期借入金の返済による支出 △6,220 △8,917

自己株式の取得による支出 △13,859 △16,661

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△6,409 △1,245

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の売却
による収入

33,431 －

配当金の支払額 △8,054 △7,833

非支配株主への配当金の支払額 △538 △395

非支配株主からの払込みによる収入 － 4,500

その他 △1,833 △2,114

財務活動によるキャッシュ・フロー 9,266 △36,271

現金及び現金同等物に係る換算差額 11,563 11,761

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 63,754 8,233

現金及び現金同等物の期首残高 414,265 447,607

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 478,020 ※ 455,840
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（自己株式の取得）

当社は、2023年５月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式5,170,700株の取得を行ってお

ります。この結果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が16,647百万円増加しておりま

す。

（自己株式の消却）

当社は、2023年５月12日開催の取締役会決議に基づき、2023年５月24日付で、自己株式

21,000,000株の消却を実施いたしました。この結果、当第２四半期連結累計期間において、資本剰

余金が19百万円、利益剰余金が41,949百万円及び自己株式が41,969百万円それぞれ減少しておりま

す。

これらの結果、当第２四半期連結会計期間末において、資本剰余金が121,267百万円、利益剰余

金が956,466百万円、自己株式が17,965百万円となりました。

（会計上の見積りの変更）

（耐用年数の変更）

当社は、フォトマスク用製造装置について、近年の半導体業界の変化を反映した最新の市場動向

や物理的・機能的要因を多面的に検討した結果、従来の耐用年数と経済的使用可能予測期間の乖離

が生じることから、第１四半期連結会計期間の期首より、これらの資産の耐用年数を従来の５～15

年から６～８年に変更しております。

この結果、従来の耐用年数によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常

利益並びに税金等調整前四半期純利益は6,104百万円減少しております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

現金及び預金勘定 503,687百万円 435,647百万円

有価証券勘定 29,600 68,672

計 533,288 504,319

エスクロー口座（入出金制限口座） － △61

預入期間が３か月を超える定期預金 △40,666 △33,979

償還期間が３か月を超える債券等 △14,600 △14,438

現金及び現金同等物 478,020 455,840
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）

四半期連結
損益計算書
計上額

情報コミュ
ニケーショ
ン事業分野

生活・産業
事業分野

エレクトロ
ニクス
事業分野

計

売上高

外部顧客への売上高 415,543 258,447 128,266 802,257 － 802,257

セグメント間の
内部売上高又は振替高

8,627 3,947 368 12,942 △12,942 －

計 424,170 262,394 128,635 815,200 △12,942 802,257

セグメント利益
(営業利益)

11,956 13,008 22,750 47,716 △19,088 28,627

(注) セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△19,259百万円等
が含まれております。全社費用は、主に当社の本社部門及び基礎研究部門等に係る費用であり
ます。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）

四半期連結
損益計算書
計上額

情報コミュ
ニケーショ
ン事業分野

生活・産業
事業分野

エレクトロ
ニクス
事業分野

計

売上高

外部顧客への売上高 406,844 259,703 133,727 800,275 － 800,275

セグメント間の
内部売上高又は振替高

7,237 3,906 143 11,287 △11,287 －

計 414,082 263,610 133,870 811,563 △11,287 800,275

セグメント利益
(営業利益)

11,023 13,037 24,422 48,484 △23,122 25,361

(注) セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△23,263百万円等
が含まれております。全社費用は、主に当社の本社部門及び基礎研究部門等に係る費用であり
ます。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（有形固定資産の耐用年数の変更）

「会計上の見積りの変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首よりフォトマスク用
製造装置の耐用年数を変更しております。
この変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益が「エレク

トロニクス事業分野」で6,104百万円減少しております。
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（企業結合等関係）

　（共通支配下の取引）

（吸収分割による事業承継）

当社は、2023年４月１日に、2022年10月１日付組織運営体制変更後の当社情報コミュニケーシ

ョン事業本部セキュア事業部が営む事業（以下「本事業」という。）に関して有する権利義務の

一部を、当社の連結子会社であるTOPPANエッジ株式会社（以下「TOPPANエッジ」という。）に吸

収分割の方法により承継いたしました。

なお、同日付でTOPPANエッジはトッパン・フォームズ株式会社から商号を変更しております。

１ 取引の概要

①対象となった事業の名称及び事業の内容

2022年10月１日付組織運営体制変更後の当社情報コミュニケーション事業本部セキュア事業

部が営む事業

②企業結合日

　2023年４月１日

③企業結合の法的形式

当社を分割会社とし、当社の完全子会社であるTOPPANエッジを承継会社とする吸収分割（簡

易吸収分割）

④結合後企業の名称

変更なし

⑤その他取引の概要に関する事項

急速な事業環境の変化に対応し、グループシナジーの最大化を実現するためには、本事業と

TOPPANエッジの事業を統合し、事業ポートフォリオの変革を加速させることが必要であると判

断し、本吸収分割を行うものであります。本事業とTOPPANエッジの事業を統合させたことで、

両者のソリューションを掛け合わせた新事業開発、それぞれが強みとするチャネルへのクロス

セル展開、重複投資の排除等によるコスト効率化施策を実施することで事業シナジーの最大化

を図り、TOPPANグループ全体の事業ポートフォリオ変革を先導する役割を担ってまいります。

２ 実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年１月16日）及び「企業結合会計

基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16

日）に基づき、共通支配下の取引として処理しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第２四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年９月30日）

　 （単位：百万円）

報告セグメント

合計情報コミュニ
ケーション
事業分野

生活・産業
事業分野

エレクトロ
ニクス
事業分野

日本 354,338 143,920 28,818 527,078

アジア 22,345 51,049 71,400 144,795

その他 38,706 63,476 28,047 130,231

顧客との契約から生じる収益 415,390 258,447 128,266 802,104

その他の収益 152 － － 152

外部顧客への売上高 415,543 258,447 128,266 802,257

当第２四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）

　 （単位：百万円）

報告セグメント

合計情報コミュニ
ケーション
事業分野

生活・産業
事業分野

エレクトロ
ニクス
事業分野

日本 340,838 149,763 25,306 515,909

アジア 24,050 47,292 69,610 140,953

その他 41,785 62,648 38,809 143,242

顧客との契約から生じる収益 406,674 259,703 133,727 800,105

その他の収益 170 － － 170

外部顧客への売上高 406,844 259,703 133,727 800,275
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（重要な後発事象）

（持株会社体制への移行のための会社分割）

当社は2023年10月１日付で当社を吸収分割会社とし、TOPPAN株式会社及びTOPPANデジタル株

式会社を吸収分割承継会社とした吸収分割を実施し、持株会社体制へ移行しました。また、同日

付で、当社の商号をTOPPANホールディングス株式会社に変更しております。

１ 会社分割の概要

（１）対象となった事業の名称及び事業の内容

① 商号：TOPPAN株式会社

事業の内容：当社が営む一切の事業（但し、グループ経営管理事業（当社が株式又は持分を

保有する会社等の事業活動に対する支配又は管理並びにグループ経営戦略とし

ての新事業開発に必要な業務及び当社を上場会社である持株会社として運営す

るために必要な業務に係る事業を含みます。）及び当社DXデザイン事業部が営

む事業を除きます。）

② 商号：TOPPANデジタル株式会社

事業の内容：当社DXデザイン事業部が営む事業

（２）企業結合日

2023年10月１日

（３）企業結合の法的形式

　当社を分割会社とし、当社の完全子会社であるTOPPAN株式会社及びTOPPANデジタル株式会社

を承継会社とする吸収分割

（４）結合後企業の名称

　 分割会社：TOPPANホールディングス株式会社

　 承継会社：TOPPAN株式会社、TOPPANデジタル株式会社

（５）その他の取引の概要に関する事項

　 急速な事業環境の変化に対応し、事業ポートフォリオの変革を実現するためには、これまで

以上にTOPPANグループ一丸となってシナジーの最大化を図るとともに、グループガバナンス強

化を通じた経営資源の最適配分、環境変化に対応するための迅速な意思決定を可能とする経営

体制へと進化を遂げる必要があると考え、持株会社体制へ移行することといたしました。グル

ープ全体最適の視点から事業会社を一体的に運営することで、TOPPANグループ全体での事業ポ

ートフォリオの変革を推進し、グループとしての企業価値向上に努めてまいります。

２ 実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及

び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号2019年１月16日）に基づ

き、共通支配下の取引として処理しております。

（投資有価証券の売却）

当社は、2023年10月２日付の取締役会において、当社が保有する株式会社リクルートホールディン

グスの普通株式10,000,000株について、同社が実施する自己株式の公開買付け（以下「本公開買付

け」という。）に応募することを決議いたしました。本公開買付けは2023年10月31日に終了し、当社

の応募株式の全てが買付けられることとなりました。

当該事象により、2024年３月期第３四半期連結会計期間において、投資有価証券売却益40,275百

万円を特別利益として計上する見込みです。

　


